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第２号様式（第３関係） 

 

第１回豊山町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議議事録  

 

１ 開催日時 

平成２７年１１月１７日（火）午前１０時から午前１１時まで 

 

２ 開催場所 

会議室３・４ 

 

３ 出席者 

 （１） 委員 

高橋 真委員（愛知学泉大学現代マネジメント学部教授） 

小寺洋夫委員（名古屋空港ビルディング株式会社代表取締役社長） 

糟谷芳澄委員（三菱東京ＵＦＪ銀行小牧支店長） 

野島伸司委員（スターキャット・ケーブルネットワーク株式会社取締役技術戦略

本部長） 

（代理 中納久史スターキャット・ケーブルネットワーク株式会社技術戦略本部

技術部ソリューション営業課長） 

舩橋和志委員（株式会社小牧サービス代表取締役） 

中山 拓委員（学校法人豊山学園 園長） 

 （２） 欠席者 

奥本哲巳委員（三菱重工労働組合名古屋航空宇宙システム製作所支部副委員長） 

櫛田和裕委員（尾張中央農業協同組合豊場支店長） 

小島有里委員（豊山町まちづくりサポーター） 

（３） 事務局 

理事 竹澤功 

総務部長 安藤光男 

総務課長 小川徹也 

総務課企画財政・情報係長 井上武 

総務課企画財政・情報係主査 牧野礼男 

 

４ 議題 

（１） まち・ひと・しごと創生総合戦略について 



２ 

 

（２） 豊山町人口ビジョン（案）について 

（３） 豊山町総合戦略の基本的方向性について 

 

５ 会議資料  

資料１ まち・ひと・しごと創生総合戦略 

資料２ 豊山町人口ビジョン案 

資料３ 総合戦略の目標達成に資する、総合計画に掲げる施策 

追加資料 豊山町総合戦略の基本的方向性について 

参考資料 豊山町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議設置要綱 

豊山町第４次総合計画後期基本計画 

 

６ 議事内容  

（１） 副町長挨拶 

委員をお引き受けいただき感謝している。昨年１２月制定のまち・ひと・しごと創生法

に基づき、地方版の戦略を町として策定するためこの会議をもうけた。町の状況として、

平成１７年の中部空港開港の影響により１万３千人を割り込んだ時期もあったものの、現

在は人口１万５千人を超えるまでに伸びている。商業施設も、スーパーやドラッグストア、

スポーツジムができるなど活況である。 

ＭＲＪの初飛行の成功を、東京でも祝福を受けるなど町の認知度は増している。今まで

はイチロー選手だけだったが、これからはＭＲＪも含めて豊山町の認知をさらに求めてい

きたい。 

総合戦略を定めるに当たり、昨年度策定した総合計画に基づきながら定めていきたいと

思っているが、広く皆様のご意見を伺い、より良い計画にしていきたいのでよろしくお願

いしたい。 

 

（２） 委員長・副委員長選出 

 

（３） 委員長挨拶 

企業などと違って自治体が掲げる戦略はコンプライアンスだらけで、幅は少ないと思う

が、豊山町にはいろんなアドバンテージがあると思う。それらを次の世代にどう活かして

いけるかが、私達の使命と思っている。これからのご審議をよろしくお願いしたい。 

 

（４） 議題 

① まち・ひと・しごと創生総合戦略について 
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事務局：説明（資料１） 

（質疑） 

Ａ委員 ： この会議では、具体的な施策を決めていくのか。 

事務局 ： 総合計画上の事業を再整理した案を提示する。それに追加していけるよう

なご意見をお願いしたい。 

 

② 豊山町人口ビジョン（案）について 

事務局：説明（資料２） 

（質疑） 

委員長 ： 後でもお気づきの点があれば、ご意見をお願いしたい。 

 

③ 豊山町総合戦略の基本的方向性について 

事務局 ：説明（資料３） 

（質疑） 

委員長 ： 女性の非正規雇用割合が全国平均に比べ高いことの理由や状況としてはど

うか。 

事務局 ： エアポートウォークなどの小売店などでのパート従業者が多いのではない

かと認識している。 

Ａ委員 ： 町で観光振興に関するイメージは今はない。名古屋空港のあることを前面

に出して、例えば貨物の取扱拠点化し、運送輸送業者の誘致などを進めると

いうのはどうか。教育、福祉の充実は産業があってこそだと思う。大きい企

業だけでなく中小企業にも豊山町で事業をするメリットを発信して活性化を

図る。これからの高齢化に備え福祉の充実のために産業振興のイメージが大

事である。名古屋空港を小牧空港と思われないよう、豊山に多くがあること

を意識してもらい、産業につなげていきたい。 

また、農地の減少で、農業は衰退するイメージ。相続税が払えず売却して

宅地化が進み、人口が増している。これから力を入れていく分野を明確にす

べき。 

事務局 ： 人口予測、施策の方向性を先ほどお話し、意見を出しづらかったと思うが、

今のような意見を求めていた。基本方針を国が提示している。雇用創出、新

しい人の流れ、子育て、豊かな暮らし・地域連携の４つ。それに基づいて総

合計画を再整理したものを、説明した。国の方針を参照して、それに肉付け

できる意見を求めている。 

委員長 ： 高山や下呂に向かう途中にあるのが「豊山町」のように引き止めることが
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できれば、観光パッケージの見込みもあるのではないか。資源は、天狗発祥

の地など何かあると思う。現実的に考えられればよいと思う。 

Ｂ委員 ： 北部市場、年に１、２回、中に入れるようだが、もっと周知させるべきと

思う。北部市場を活用したイベントを考えるとよいのではないか。北部市場

の周り、なかなか食べるところが少ない。飛騨、高山のこともあったが、食

は重要だと思った。ここで食べていくということで足止めできればいいのだ

が。 

Ｃ委員 ： 町の施設に関するニーズについて、公共交通機関の充実、歩道の整備とか

あるのだが、イメージとして公共交通機関がもう少し充実するといいと思っ

ている。ＭＲＪを期に名古屋空港を宣伝して、公共交通の充実に展開すると

よい。近隣だけでなく、遠くへのアクセスとしても必要である。 

ＩＣＴ関係、Ｗｉ‐Ｆｉ環境整備の必要もある。固定の通信からモバイル

に移行している、若い人へのアピールとしても重要ではないか。 

Ｄ委員 ： 小牧市で観光客増加に関して協議する会にも参加している。その議論の例

として、小牧山城や名古屋コーチンを広めようとするが、そこまでで話は止

まってしまう。ＭＲＪは今すごい発信力がある。豊山が中心になって、環境

整備、事業を広めていく考え方も重要である。愛知県北で一丸となることも

可能ではないか。 

また、追加資料１ページの流入超過と、公共交通の不満度を見ると、交通

に関して空港関連で勤めている層には便利である一方、名古屋市通勤者には

不便な目線があるのではないか。対策としては、町外とのアクセス向上がポ

イントではないかと思う。 

委員長 ： 交通も含めて近隣と一緒にやる目線は大事だと思う。 

Ｄ委員 ： ＭＲＪは全国区なので、この強みは使うべきだろう。 

委員長 ： 航空産業サミット開催なども考えられる。 

Ｅ委員 ： 人口が減少すると行政サービスの低下となる一方、行政サービスがよくな

れば流出・減少がとまるというのも視点のひとつ。 

観光、産業、公共交通機関、道路整備、治安向上、住み良さにつながるこ

とやどこの自治体でも話題になることを全部やるのは難しい。栄、名古屋駅

に出ることも大事だが、豊山町は何で生きていくのか、メリハリは必要にな

ると思う。航空産業かもしれないが、今は大きな注目度だとしても、先まで

はどうだろうか。 

委員長 ： 戦略をしっかり立てる必要性の指摘である。例えばだが、名古屋空港の滑

走路をつかって夜間にオーケストラをするとかどうか。何を特徴づけるかが
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大事だろう。 

事務局 ： 本日の意見を該当分野へ当てはめて、肉づけとしてまとめて、プランの具

体化にしていきたい。 

 

（５） その他 

事務局 ： 今後の予定について、次回開催を1２月中旬から１月中旬で調整する。３回

目最終回を１月下旬から２月上旬で調整したい。 


